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2.夜間保育所制度の変遷
夜間保育所が国のモデル事業として始まったのは､
1981年10月のことである｡劣悪な環境のベビーホテルで
の成長を余儀なくされている子どもたち､さらにそこで
起こる度重なる事故が社会問題となり､当時の国会は全
会一致で対応策の必要性を認めることとなった.夜間保
育所はこのベビーホテル問題への対応として事業化され
たものである｡
ところで､筆者のうち山解は､認可夜間保育所の全国
組織である全国夜間保育園連盟等の委託を受け､これま
で､
①全国夜間保育所実態調査報告書 (1983年)
②夜間保育所に入所している子どもの家庭およびその
生活調査 (1984年)
③夜間保育所基礎調査 (1985年)
④児童福祉施設に働く嘩母の就労と生活 :夜間保育所 ･
昼間保育所 ･養護施設 ･乳児院の比較 (1987年)
⑤深夜保育と子どもたち :第2回全国夜間保育園実態
調査報告書 (1988年)
の5つの調査を実施し､それにもとづいていくつかの検
討や提言を行ってきた1)0
その後､大きな調査を行うことはなかったが､昨年度､
連盟より10年ぶりの全国調査の委託を受け､『多様化す
る夜間保育園 :第3回全国夜間保育園実態調査報告書』
(1997年)をまとめることになった｡本稿は､ この調査
をもとに､これまでの調査結果と比較しながら､夜間保
育所がこの間に達成した課題および新たに起こってきて
いる課題を検討するものである｡
( 1 )
-189-
1)夜間保育所制度の変遷
夜間保育所は ｢夜間保育の実施について｣(児発第635
号通知､1981年)にもとづき都市部等でモデル的に実施
されることとなったものである｡保育時間は ｢おおむね
8時間で､おおよそ午後10時まで｣､入所定員は原則と
して30名､保育単価は小規模保育単価を適用するとされ
た｡
また､同時に発表された ｢夜間保育の実施について｣
(児福第27号通知､1981年)では､目標実施施設数を20
か所としているが､これは翌年には30か所となった｡な
お､夜間保育事業の実施にあたっては､都道府県知事ま
たは指定都市の長は､厚生省と事前協議するものとされ
ている｡
この後10年以上､制度の基幹部分に関する改正は行わ
れなかったが､児童福祉改革の一環として､全国社会福
祉協議会は厚生省と連携 しつつ､1993年､｢夜間保育事
業に関する検討会｣(座長 :石井哲夫日本社会事業大学
大学院教授)を設置し､夜間保育事業のあり方を検討す
ることとなった｡
このような状況の中で､1995年に大幅な改正が行われ
た｡すなわち､1981年の両通知は廃止となり､｢夜間保
育所の設置認可等について｣(児発第642号通知､1995年)､
｢夜間保育所の設置認可等の取扱いについて｣(児保第17
号通知､1995年)にもとづいて再出発することとなった｡
新たな通知における主な改正点は､以下の通りである｡
①モデル事業という枠が廃止され､正規事業として位
置づけられたこと｡
②定員については原則30名で変わらないが､厚生省と
協議することで定員31名以上も認められることにな
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ったこと｡
③厚生省に対する事前協議の制度を廃止し､厚生省に
対する報告制度としたこと｡
これによって夜間保育所は､モデル事業から脱却し正
規事業として位置づけられ､かっやや自由度を高めるこ
とで､新たな歩を進めることとなった｡
2)過去の報告書で指摘された課題
夜間保育所制度に対する課題は各方面より指摘されて
いるが､当事者団体である全国夜間保育園連盟の第 1回
および第2回全国調査において指摘されている課題を抽
出すると､以下のようになる｡
第 1回全国夜間保育所実態調査 (1983年)の指摘事項
は以下の通りである2)｡第1は保育所側の課題であり､
①家庭への対応 (単親家庭の多さなどで､家庭福祉とい
う視点の必要性を指摘)､②保育内容 ･保育方法 (夕方
以降の保育､小規模縦割りの保育､登降園が不規則で不
安定な集団での保育のあり方の検討の必要性を指摘)､
③保母の就労環境 (夜間勤務への配慮､終業後の対応な
どの必要性を指摘)が課題として掲げられている｡
第2は行政側の対応であり､①夜間保育所の存在をど
う考えるか (モデル事業からの脱却)､②保育所の設置
(設置地域のアンバランス､ニーズの高い地域での設置
の少なさを指摘)､③保育時間の問題 (8時間保育の原
則､保育終了時刻が午後10時であるということの問題点
を指摘)､④小規模保育単価適用の問題 (夜間の特殊性
の中で昼間保育所ベースの単価の問題点を指摘)､⑤学
童保育の問題 (単親家庭が多い中で､学童期対応の必要
性を指摘)､⑥特殊勤務への配慮 (夜間の勤務にも係わ
らず､昼間と同じ保母単価であることの問題点を指摘)
を課題として掲げている｡
また､第2回全国夜間保育園実態調査 (1988年)では､
①夜間保育所の制度的位置づけの明確化 (モデル事業か
らの脱却)､②保育所保育指針における夜間保育の位置
づけの明確化 (夜間保育の理念 ･内容 ･方法などの明確
化)､③家庭基盤の強化に対する側面的援助の推進 (家
庭基盤強化への対応としてのソーシャルワーク機能の強
化)､④夜間保育所独自の保育単価の設定 (食事2回､
夜間特別経費､集団の不安定などへの制度的対応)､⑤
緊急一時的･代替的保護措置としての深夜保育の推進
(夜間および深夜の一時的保育 ･緊急保育の必要性)､⑥
職員の労働環境保護のための措置の推進 (夜間勤務手当､
深夜帰宅への交通費の配慮などの必要性)､⑦保母の資
質向上のための措置の推進 (研修 ･交流機会の確保)､
⑧夜間保育行政の地域格差縮小のための取り組み (保育
(2)
行政の市町村格差の是正)､の8点が指摘されている3)0
これらの指摘は､第 1回全国夜間保育所実態調査の指
摘事項と重複している内容も多いが､時間的経過の中で
新たに認識されたと考えられるものもある｡また､この
後の10年の中で､保育現場において､全国夜間保育園連
盟を通じて､さらには厚生行政を通じて克服されたもの
や検討中のものもある｡当然のことながら今回の調査研
究では､これらの課題指摘事項がどの程度克服されてい
るのか､さらには新たな課題として何が認識されている
のかを明らかにすることが目的として位置づけられるこ
とになる｡
3)児童福祉改革と夜間保育所
今日の児童福祉状況を語るとき､福祉改革の視点を無
視することはできない｡とりわけ､そのターゲットの一
つとなった保育所問題についてはこれを避けて通ること
はできない｡夜間保育所も保育所の一形態であり例外で
はない｡
ところで一連の児童福祉改革の中で､夜間保育所はど
のように位置づけられていたのか｡この点について､簡
単に整理しておく｡
夜間保育所がモデル事業として実施されて以降､最大
の岐路に立たされたのは､1994年度から予算化された時
間延長型保育サービス事業の創設であろう｡従来の延長
保育事業や長時間保育サービス事業を統合したこの事業
は､少なくとも時間帯においては夜間保育所事業部分を
すべて包含することとなった｡また､これと合わせて措
置費基本保育時間という考え方が出され､11時間の保育
時間を保障する費用が措置費であることが明らかにされ
た｡
夜間保育所と延長型保育の相違を明らかにすることを
目的として設置されたのが ｢夜間保育事業に関する検討
会｣と考えられるが､この検討会の結論も結局は論点整
理という次元を越えることはできず､必ずしも両者の相
違を理論的に実証できたとはいいがたい4)｡検討会では､
時間的な整理を図1のように行っている｡
その後､エンゼルプラン､緊急保育対策等5か年事業
と､21世紀に向けた対応策が次々と明らかにされるが､
多様な保育ニーズへの対応という言葉は見られるものの､
一言として夜間保育という言葉が登場することはなかっ
た｡これは､地方版児童育成計画の策定指針においても
同様で､必要な保育時間は示されているものの､これへ
の対応策としては延長型保育サービスがあるのみで､夜
間保育に関する事業量の推計はされていない5)0
その後の状況としては､｢与党児童福祉法改正に関す
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夜間保育所 時間延長型保育
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図1夜間･時間延長に関わる保育所の類似
資料 :夜間保育事業に関する検討会 rこれからの夜間における保育ニーズへの対
応を考える｣社会福祉法人全円社会福祉協議会 1994･13貢
表 1 開設時間帯
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調査方法は､質問紙にもとづく郵送調査で､調査期間
は､1996年11月から12月である｡回収された調査票のう
ち有効であったものは､｢社会福祉施設調査｣および｢夜
間保育所施設調査｣35施設､｢夜間保育所職員調査｣290人
分､｢夜間保育所利用者調査｣1,131人分である｡
調査では､操作上の定義として､開設時間帯を表1の
ように分類した｡
以上のような枠組みにもとづいて､前述した4つの調
査内容と密接な関係にある内容をそれぞれ取り上げ､夜
間保育所の今後のあり方を検討する｡
2)集計結果にもとづく夜間保育所制度の検討
(彰施設の認可 ･設置および設置自治体
8割以上が､1981年にモデル事業として開始された後
の10年間に開設されており､ここ5年間は毎年 1園程度
増加しているのみである(表2)0
設置自治体の3割は近畿圏にあるが､首都圏でもよう
やく3園となった｡また､これまで設置のなかった自治
体にも最近は設置がいくつかみられ､初期ほどの地域的
偏在はみられないが､西高東低で､あいかわらず近畿圏
形態名称 開設 時間帯 施設 数
午前延長型 午前中か ら午後10時 まで(午後 10時 を含 む)開園 14園
午前 .午後延長型 午 前中か ら午後 10時以降午前 0時 まで(午前 0時 を含 む)開園 3園
午前 .制度外延長型 午前中か ら午前 0時以降 (午前 0時を含 まず)も開園 13園
るプロジェクトチーム｣(1997年)の継続検討事項とし
て夜間保育所が取りあげられ､さらに1998年度予算要求
では､夜間保育所においても基本保育時間が11時間とさ
れることとなった｡これに合わせて､非常勤で保母2人
および調理員 1人の配置､給食費 (昼食費)が予算要求
さ
3.夜間保育所の状況
1)調査の概要
本調査の対象は､1996年10月1日現在において､認可
を受けて夜間保育を実施しているすべての夜間保育所
(39施設)である｡なお､この調査は､社会福祉法人日本
保育協会の助成を受けて実現したものである｡
調査内容は､｢社会福祉施設調査｣(厚生省が実施する
社会福祉施設等調査の調査票を回収)､｢夜間保育所施設
調査｣(夜間保育事業全般に係わるもの)､｢夜間保育所職
員調査｣(職員に係わるもの)､｢夜間保育所利用者調査｣
(利用者に係わるもの)､と大きく4つである｡
(3)
に集中している(表3)0
夜間保育所は､ベビーホテル問題の対応策として制度
化され16年が経過し､保育界内部にもその必要性が徐々
に認知されてきたが､その設置数は伸びていない｡夜間
保育所が普及しない要因としては､夜間保育を利用する
ことに対する心理的問題､夜間保育所の内在的 ･外在的
問題などが考えられる｡第一点目については､｢子ども
の立場に立てば､夜間保育は望ましくない｣という意見
が､根強く存在していることである｡一般論としては､
このような見解を否定するものではないが､利用してい
る子どもの家庭的背景あるいは親の就労環境をみた場合､
このような指摘は必ずしも妥当性が高いとは言いがたい｡
｢保育に欠ける｣とは､子どもの育ちにとって望ましくな
い状況の存在であり､そのために社会的保育が必要な状
況があることを再認識しなければならない｡第二点目に
ついては､勤務の特殊性にもとづく夜間保育従事者の労
働上の問題､それに伴う夜間保育従事者の確保や教育の
困難性､家庭機能の脆弱化に対する夜間保育の需要の特
殊性などが考えられる｡第三点目については､夜間保育
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所の運営と大きく関わる制度上､財政上の問題などであ
る｡
②保育時間
開園時刻は｢午前7時台｣が最も多く16園､午前10時ま
でに開園する施設が､全体の4分の3を越えている(義
4)｡閉園時刻は｢21時～22時まで｣(21時は含まず､22時
を含む)が13園で最も多い｡0時以降(0時を含まず)ら
保育している施設は13園(37.2%)であり､3分の1を越
えている(表5)0
表3 設置自治体
表2 認可年度
81-85年 86-90年 91-95年 計
午前延長型 50.07 28.も 321.4 100.li
違鮎 午後 133.3 66.i 0.% 100.a
壷鮎 制度外 646.2 38.i 215.4 loo.18
午後開始型 20.a 60.a 20.ち loo.亀
北 礼 東 紳 長 山 名 相 石 滋 慕 秦 大 大 岡 広 香 北 相 長 棉 宮 汁A 秩 京 秦 野 輿 舌 井 川 賀 那 良 庶 阪 山 鳥 川 九 岡 崎 本 埼
遭 市 都 川 市 A 良 県 県 児 市 児 府 市 鼎 県 県 州 市 県 県 鼎
1996年 間査 2 2 1 2 1 1 4 2 2 I 7 1 2 3 1 1 i 1 l 1 1 1 39
1987年 桝査 1 2 1 1 3 2 1 6 2 3 1 1 1 1 26
最も長時間の受け入れ体制をとっている施設は､｢午
前6時30分から翌朝午前2時まで｣という19時間30分体
制である(表6)｡また､｢12時間以内｣は6園(17.1%)
で､12時間を越える施設が8割以上である｡14時から22
時までの夜間保育所は1園のみで､夜間保育所の基本型
でありながら影は薄い｡前回調査と比べて､さらに保育
時間の伸延が明確になっている(表6)0
表 4 開園時刻
夜間保育所の問題点の一つは､保育が深夜に及ぶこと
に加え､長時間化していることにある｡夜間保育所では､
｢子どもの育ち｣と､親の就労をも配慮した｢親の育ち｣と
の微妙なバランスを考慮しなければならない｡具体的に
は､｢子どもの育ち｣にとって午前中の生活は重要である
が､夜間および深夜にまでおよぶ労働を終えた親にとっ
計
表 5 閉園時刻
時刻の表記
･開園時刻については､ちょうどの時刻を始まり側に含めている｡たとえば､｢10-14時まで｣という表記がある場合､10時ちょうど
は含まれるが､14時は､次の時間帯に含まれており､ここには含まれていない｡
･開園時刻については､ちょうどの時刻を終わりの側に含めている｡たとえば､｢21時～22時まで｣という表記がある場合､21時ちょ
うどは､前の時間帯に含まれており､ここには含まれていない｡22時は含まれている｡
表 6 開園時間
?
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ては､朝起きることは困難である｡親と子の生活リズム
のズレの中で､家族団らんの時間や親子関係の維持の基
盤づくりを､夜間保育所は支えているともいえる｡
③夜間保育所の事業 ･体制
夜間保育所で実施している国庫補助事業で最も多いの
は｢乳児保育｣の21園(60%)である｡ 以下､10園以上が実
施している事業は､｢昼B型延長保育｣および｢夜A型延
長保育｣各18園(51.4%)､｢昼C型延長保育｣17園(48.6%)､
｢特別保育推進｣11園(31.4%)である(表7)｡また､何らか
のかたちで学童保育を実施している施設は約4割である｡
子育てニーズに対する社会的対応が､従来の保育所中
心から保育所をも含めて多元的に推進されているなかで､
夜間保育所は､子どもの心身の健全な育成を第一義とす
る昼間保育所とは少々おもむきが異なり､多様なサービ
表7 夜間保育所で実施している事業
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対する要求は一層高まっており､その結果､表6に示し
たように､保育時間も確実に延びている｡ 制度のあり方
および実施方法等についての検討が引き続き必要である｡
保育単価制度については､｢独自の保育単価制度の確
立｣が26園(74.3%)と､ほぼ4分の3を占めている｡｢独
自の保育単価制度の確立｣と｢その他の独自制度の確立｣
を合わせると9割近くを占めており､もはや現状の制度
では､現実にそぐわなくなってきていることを示してい
る(表9)0
夜間保育所の整備が進まない理由としては､制度その
ものの発展を求めている｢制度の充実｣が24園(68.6%)と
7割近くを占めている(表10)0
夜間保育所の運営に関する課題および要望の自由記述
には､｢同じ実働7時間でも､昼間と夜間とでは､肉体
的にも精神的にも違ってくる｡･･･夜間保育所の実態を
昼A型等 長 保 昼 B型延 長保育 蔓主妻奪金策森管掌ノレ 昏児保毒墓等闇歪望促進韻的夢撃 冨芸売嘗匙蓮艶嘗その他
該当する 7 18 17 18 3 21 1 6 5 2 5 ll 7 3
20.0 51.4 48.6 51.4 8.6 60.0 2.9 17.1 14.3 5.7 14.3 31.4 20.0 8.6
害亥当しない 28 17 18 17 32 14 34 29 30 33 30 24 28 32
80.0 48.6 51.4 48.6 91.4 40.0 97.1 82.9 85.7 94.3 85.7 68.6 80.0 91.4
計 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35
ス提供が期待される｡ たとえば､夜間保育所を利用する
親の中には､単に子どもの保育にかかわる問題のみなら
ず､さまざまな生活上の問題をかかえている場合が多く､
これらの親に対しては､相談機能の充実を図ることが必
要である｡さらに､直接の利用者以外においても､｢親
の孤立化｣､それに伴う ｢日常生活技術の未熟さ｣､｢親
意識の未発達｣など不安定な子育て関係があり､これら
に対する支援も期待される｡
今回の調査では､｢地域子育て支援センター｣事業を実
施している夜間保育所は､わずか2園にとどまっていた｡
社会的保育の枠を越えた､地域のすべての子どもおよび
その家族の福祉の向上に資する施設としての展開が望ま
れる｡
④夜間保育に関する考え方
時間延長型保育に対する意見では､｢園の独自性の尊
重｣が25園(71.4%)と最も高くなっている(表8)｡
時間延長型保育を行うことへの問題は､経営上の問題､
保育内容の問題など多数存在する｡ 利用者の時間延長に
表8 保育終了時間の延長に関 して
加味した措置費単価を設定するよう要望する｣､｢職員の
夜間手当や深夜通勤のためのタクシー代等は､保育園が
独自に負担しているのが現状である｡また､夕食は昼食
より一品多くつくり､夕食にふさ･わしいメニューを工夫
しているが､そのための費用もない｡夜間保育独自の保
育単価制度の導入､あるいは職員の手当等の補給金を出
していただきたい｣など､多くの意見がある｡
夜間保育所は､その特殊性にもかかわらず､夜間に措
置児を預かる保育所という位置づけで､定員は30名､保
育単価は小規模保育単価が適用された｡昼間保育所保育
単価を基礎にしているため､財政的に極めて苦しい状況
が､今回の調査においても明らかになった｡夜間保育所
の利用形態は､極めて変則的であり､昼間保育所とは､
かなり異なる内容をもっものである｡利用者のニーズに
対応したサービス供給が安定的に実施されるよう､夜間
保育所の独自性(小規模性､異年齢集団､夜間におよぶ
保育､登降園の不規則性､昼間保育所との位置付け､子
育ち･親育ちなどを含むサービス提供)を基礎にした制
摩 翻 摩質碑 摩 禦雪 煙碑 や 上 計 1
全 体 r L目 上 L日 乱 打 L 71ヲ 日 よ ロ ト~ 10095 j
(5)
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表9 夜間保育の単価制度について
人 間 福 祉 学 科
現状で問題な し 独 自の保育単価制度の確立 その他 の独 自制度の確立 触回等 計
全 体 1 26 5 3 35
表10 夜間保育所の整備が進まないことに関して
単親家庭率について整理すると､母子家庭率は33.8%､
父子家庭率は2.0%であり､単親家庭率は35.8%となる
(表12)｡すなわち､夜間保育所利用児では､3人に1人
以上が単親家庭の子どもということになる (ここでいう
単親家庭は､両親の関係を示しているのみで､他の同居
度の構築が必要である｡
⑤職長の研修について
夜間保育従事者を対象とした経験交流会への参加状態
は､｢ほとんど参加｣が18園(51.4%)で最も多 く､｢でき
るだけ参加｣の11園(31.4%)を合わせると8割以上とな
る｡
経験交流会への参加において､その希望実施内容を尋
ねると､第1希望では､｢交流 ･情報交換｣14園(45.2%)
が多く､第2希望では､｢実践報告｣10園(32.3%)および
｢交流 ･情報交換｣9園(29.0%)が多かった｡第3希望で
は､｢施設訪問｣16園(51.6%)が半数以上を占めた(義ll)｡
具体的には､｢夜間保育独自の保育体制を確立 してい
くための研修会を行ってほしい｣､｢保母養成校側に､延
長保育や夜間保育への理解が低く､相変わらず公立優先
や特別保育､特に延長 ･夜間保育実施民間保育園をさら
う姿勢が強く､養成課程中に実習や関連科目教育もされ
ず､進路相談の際にも否定的見解の教員が多いと聞く｡
増加する夜間就労者や母子家庭への支援､あるいは劣悪
なベビーホテルをなくすため､夜間保育所存在の意義と
重要性は痛感しているが､何よりも人材の確保が最重要
課題であり､養成校側には姿勢を改めていただきたい｣
などの記述が調査票にみられる｡
保母養成機関においては､圧倒的多数を占める昼間保
育所に焦点を当てた教育が行われている｡夜間保育所で
は､｢福祉に欠ける｣子どもたちとその家族が多く利用し
ている｡責任ある保育環境を構築するためには､昼間保
育所の保母以上に採用後の研修が必要になる｡しかしな
がら､小さな職員集団のなかから代替者を確保し､研修
会に参加することも困難である｡ここにも定員問題を含
む夜間保育制度の問題がある｡
⑥単親家庭
(6)
表11 希望実施内容 ( )は%
第 1希望 第 2希望 第 3希望
社会福祉理論韓 義 4(12.9) 1 (3.2) 2 (6.5)
保育 内容講義 5(16.1) 4(12.9) 1 (3.2)
実践報告 6(19.4) 10(32.3) 3 (9.7)
交流 .情報交換 14(45.2) 9(29.0) 5(16.1)
実技 .演習 .実習 1 く3.2) 2 (6.5) 3 (9.7)
施設訪問 0(0.0) 4(12.9) 16(51.6)
如回答 1 (3.2) 1 (3.2) 1 (3.2)
全 体 31(100.0) 31(100.0) 31(100.0)
者がいるかいない かは含まれない)｡
過去の調査と比べると､母子家庭率は｢83年調査｣21.7
%､｢87年調査｣27.3%､｢今回調査｣33.8%と､上昇を続
けている｡父子家庭率についてはほとんど変化がない｡
表12 単親家庭 (開設時間帯)
母子家庭率 父子家庭率 単親家庭率
午前延長型 22.5(96) 2.8(12) 26.5(108)
午前 .午後延長型 39.0(37) 4.2( 4).43.2(41)
午前 .制度外延長型 33_4(156) 1.3く 6) 34.7(162)
午後開始型 63.9(78) 0.8( 1) 64.8(79)
全 体 33.8(367) 2.0(23) 35.8(390)
1987年調査 27.3 1.9 29.2
1983年調査 21.7 2.7 24.4
開設時間帯でみると､母子家庭では､｢午後開始型｣が､
63.9%と突出して高い｡
⑦保育料徴収階層
国基準の保育料徴収基準額表にみる保育料徴収階層は､
所得の低い｢第 1階層｣および｢第2階層｣の割合が､合わ
せて28.8%と高くなっている｡｢無回答｣を除いて%を修
正し､｢1987年調査｣の結果と比較すると､｢第9･10階
層｣はほとんど差がないが､｢第2階層｣の減少はみられ
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表13 保育料徴収階層(開園時間帯･父親の仕事･登園時間･降園時間)
第 1階層 第2階層 第3.4階層 第5.6階層 第7.8階層 第9.10階層 その他 無回答 計
午前延長型 41 29 40 65 50 118 1 82 426
9.6 6.8 9.4 15.3 ll.7 27.7 0.2 19.2 100.0
午前.午後 15 8 5 19 8 10 0 30 95
延長型 15.8 8.4 5.3 20.0 8.4 10.5 0.0 31.6 100.0
午前 .制度外 43 84 49 65 90 81 1 54 467
延長型 9.2 18.0 10.5 13.9 19.3 17.3 0.2 ll.6 100.0
午後開始型 46 48 14 6 4 4 0 0 122
37.7 39.3 ll.5 4.9 3.3 3.3 0.0 0.0 100.0
自営や手伝い 16 31 40 52 44 49 1 30 263
6.1 ll.8 15.2 19.8 16.7 18.6 0.4 ll.4 100.0
常勤職 17 19 25 63 89 152 1 66 432
3.9 4.4 5.8 14.6 20.6 35.2 0.2 15.3 100.0
非常勤職 5 6 7 4 5 1 0 5 33
15.2 18.2 21.2 12.1 15.2 3.0 0.0 15.2 100.0
無職 0 2 0 0 0 0 0 1 3
0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 100.0
母子家庭 104 120 39 35 12 10 0 62 382
27.2 31.4 10.2 9.2 3.1 2.6 0.0 16.2 100.0
その他 1 3 2 3 1 1 0 2 13
7.7 23.1 15.4 23.1 7.7 7.7 0.0 15.4 100.0
9時まで 31 29 24 47 59 93 0 27 310
10.0 9.4 7.7 15.2 19.0 30.0 0.0 8.7 100.0
9時～10時 27 30 27 49 37 76 1 95 342
まで 7.9 8.8 7.9 14.3 10.8 22.2 0.3 27.8 100.0
10時～14時 65 28 27 24 33 23 0 17 217
まで 30.0 12.9 12.4 ll. 1 15.2 10.6 0.0 7.8 100.0
14時以降9まで～20時 22 94 36 37 24 21 1 27 262
8.4 35.9 13.7 14.1 9.2 8.0 0.4 10.3 100.0
9 15 14 16 18 26 0 59 157
5.7 9.6 8.9 10.2 ll.5 16.6 0.0 37.6 100.0
4 2 20 5 33 72 0 1 29
まで 10.5 10.5 8.7 15.3 14.4 31.4 0.0 9.2 100.0
20時～21時 9 8 14 27 20 35 1 24 138
まで 6.5 5.8 10.1 19.6 14.5 25.4 0.7 17.4 100.0
21時～22時 38 29 27 37 41 50 1 24 247
まで 15.4 ll.7 10.9 15.0 16.6 20.2 0.4 9.7 100.0
22時以降全 体 65 105 39 40 41 28 0 38 35618.3 29.5 ll.0 ll.2 ll.5 7.9 0.0 10.7 loo.014 81 114 157 153 213 2 166 li131
(回答者のみの割合)
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単親家庭 :単親家庭は､両親の関係を示しているのみで､他の同居者がいるかいないかは含れていない｡
父親の仕事 :両親の仕事の分類において､｢専門的資格を有する｣あるいは｢専門職｣いう表記があるが､専門性の定義は特に行っておらず､
記入者の判断によるものである｡
(7)
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るものの｢第 1階層｣はかなり増加しており､低所得層で
の利用が一層進んでいる(表13)｡
さらに､保育料徴収階層に関わる属性として､｢開設
時間帯｣､｢父親の仕事｣､｢登園時刻｣､｢降園時刻｣の4
つの属性を取り上げ､内容を検討すると､以下のような
点が明らかになった｡
開設時間帯でみると､｢午前延長型｣では､｢第9･10
階層｣が27.7%と最も多い｡逆に､｢午後開始型｣では､
｢第2階層｣(39.3%)､｢第1階層｣(37.7%)が多く､ これ
らを合わせると8割弱となり､低所得階層が非常に多い｡
父親の仕事では､｢常勤職｣では､階層があがるにつれ
て上昇しており､｢第9･10階層｣では35.2%になる｡ こ
の層は､経済的にも最も安定している様子がうかがえる｡
｢母子家庭｣では､｢第2階層｣の31.4%をピークにした右
になだらかな分布で､｢第1階層｣も27.2%ある｡この層
は､経済的に最も不安定な層ということができる｡
登園時刻との関係では､登園時刻が早いものには比較
的高い所得階層のものが多く､登園時刻の遅いものには
比較的低所得層のものが多い｡これは､就労の中身と関
係しているものと推察される｡
降園時刻との関係では､降園時刻が早いものには比較
的高い所得階層のものが多く､降園時刻の遅いものには
比較的低所得層のものが多い｡とりわけ､深夜まで利用
している階層ではこれが顕著である｡
以上のように､夜間保育の利用家庭は､比較的所得の
高い層と低い層の二極化の傾向がさらに強まり､低い所
得階層には､母子家庭が集中している｡
4.結果の考察と課題
以上の調査結果および今日夜間保育所が置かれている
社会状況を踏まえ､夜間保育制度の今後の課題を抽出す
ると､以下の5点に集約できる｡
1)保育単価制度に関する課題
夜間保育所独自の保育単価制度については､大きな変
革が実現されず今日に至っている｡今回の調査からは､
新たに定員問題が大きくクローズアップされることとな
った｡これについては､小規模保育単価と実質的中身は
同様にするにしても､定員部分に工夫を加え､とりあえ
ず夜間保育所固有の保育単価制度とし､関係者との協議
をふまえながら実質的な夜間保育所の単価制度を構築し
ていくことが考えられる｡
2)利用者の生活状況に配慮したサービスに関する課
題
(8)
利用時間のばらつきが大きくなっている｡夜間保育所
利用家庭の二極化にともない､A型延長保育の代替的機
能を果たしていると考えられる午後8時までの降園も､
全利用者の約3分の1存在する｡第5点目で指摘する児
童育成計画において､市町村との十分な調整および協議
が必要である｡一方､不安定な経済状況にあると推察さ
れる､午前0時を越える利用者も全体の5分の1に達し
ている｡これについては､ソーシャルワーク機能などを
導入することにより､家庭生活全般に配慮したサービス
を実現することが求められる｡
3)地域の実情を踏まえた保育サービスの実施に関す
る課題
現在すでに利用している子どもや家庭に対するサービ
スの拡充のみならず､それに近い状況にある人たちに対
するサービスの実現も新たな課題として浮上してきた｡
地域子育て支援センターは､多様な利用形態を考えると､
夜間保育や一時的保育事業を実施している保育所が行う
のが最も適していると考えられる｡この事業に対する施
設の努力と市町村への働きかけが望まれる｡
4)保育従事者の就労環境に配慮した保育所制度に関
する課題
就労形態が多様化したとはいえ､夜間の勤務を常態と
する就労は一般的ではなく､夜間保育従事者に対する適
切な就労支援策が講じられる必要がある｡ また､夜間保
育については､保母養成課程の教員にも馴染みがうすく､
その結果､新卒者の場合は当然のこと､転職者において
も､就職前に夜間保育についての十分な知識や実践を備
えることは困難である｡
保育内容や方法については､実践現場からの積み上げ
や経験の交流から充実を図る以外に方法はないと考えら
れる｡
5)児童育成計画と夜間保育所に関する課題
夜間保育制度は､延長型保育制度の充実の中で岐路に
立たされている｡しかし､地域の中で何らかの形で､夜
間にも利用できる社会的保育制度が確保されることは重
要であり､先馬区的活動を行ってきた夜間保育所は､児童
育成計画策定過程において､一定の役割を果たすことが
期待される｡
また､このように独立した夜間保育所を多くの市町村
に普及させることは､事実上困難であり､延長型保育制
度や乳児院 ･児童養護施設 ･母子生活支援施設などの入
所施設､さらには､里親やベビーシッター制度など､多
山麟他 :夜間保育所の新たな問題
様なサービスを組み合わせながら､夜間の保育ニーズに
対応することで､住民の福祉の向上が図られなければな
らない｡
注
1)全国夜間保育園連盟の事務局は､社会福祉法人四恩
学園 (〒558 大阪市住吉区苅田4-3-9 電話06
-692-5071)内にある｡各報告書については､そち
らに問い合わせ願いたい｡
これらの調査に基づく関連研究としては､
①居住型施設保母の生活と養成上の課題 :夜間保育所
保母との比較から､大阪市社会福祉研究第10号､1987
②夜間保育所保母の生活と養成上の課題 :昼間保育所
保母との比較検討､阪市生科紀第35巻､1987
③夜間保育所の実態と課題､保育年報1988年版､全国
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社会福祉協議会､1988
④夜間保育の深夜化､阪市生科紀第36巻､1988
などがある (いずれも､山麟著)0
2)『全国夜間保育所実態調査報告書』社会福祉法人四
恩学園､1983､pp.56-590
3)『第2回全国夜間保育園実態調査報告書 :深夜保育
と子どもたち』全国夜間保育園連盟 ･社会福祉法人全
国社会福祉協議会､1988､pp.90-94｡
4)夜間保育事業に関する検討会 『これからの夜間にお
ける保育ニーズへの対応を考える中間報告』(座長 :
石井哲夫)全国社会福祉協議会保育協議会､19940
5)厚生省児童家庭局監修 ･財団法人子ども未来財団編
集 『実務必携児童育成計画』ぎょうせい､19950
SUMM臣RY
Thisarticledealswithsomenewtasksconcernlngnight-nurseryfrom thefindingsofthepaststudies.
Thetasksare; ＼
(1)Thenewtasksonnurseryunitcost
●
Nurseryunitcostsystem ofthenight-nurseryhasnotbeenchangedatal.OnefindingofthisstudylSthe
numberofthestafffornight-nursery.Newcostsystem shouldbedeveloped.
(2)Newservicesrespondingtothepeople'sneeds
Adispersionoftheopen-timeisincreaslnggradualy.Itcanbedividedintotow groups.Oneischildren
whousenight-nurseryinsteadofanextendedday-nursery. Therearechildrenwhoneedtakingcaretil
8:00p.m‥Thereisonethirdofal.Theotherischildrenwhoneedtakingcareaftermidnight.Thereisone
fifthofal.Night-nurseryshouldmeettheneedsofthosedifferentgroups.Therefore,newservicesareneeded
forvariousneeds.
(3)Thenewtasksonrealizationofnurserycareservicesinconsiderationoftheactualconditionofthecom-
munity
●
Generaly,inconsiderationofthevarioustypeswhichareused,wethinkthatasupport-centerofbringlng
uplnthecommunitylSthemostsuitablethenight-nursesandtemporary-nurses.Theinstitutionsandlocal
governmentsaredesiredtotryeverypossiblemeansforit.
(4)Thenewtasksonconsiderationofworkingconditionsandtrainingofnursery-workers
WorkingconditionsandtrainlngSystem Shouldbedeveloped.Itisverydifficultfornight-nurserytopre-
paresufficientprofessionalknowledgeandnurslngmethodsaboutit,beforehavlngpositions,aboveal.On
thejobtrainlnglSmorereal;becauseitishardtogetenoughknowledgeandskilpreviously.
(5)Thenewtasksonangelplanandnight-nursery
Night-nurserylSexpectedtocontributetotheangelplan.Itseemsun-realistictoexpectthattheconsider-
ablenumberofnight-nurserywilbemadeinthenearfuture,andthecurrentneedsshouldbemetbyutilizing
existingservices.
(9)
